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展望 

臨床腫瘍遺伝子研究部は分子生物学的手法を用い

たがんの基礎研究を患者さんの診断や治療に応用す

ることを目的とした研究部門です．現時点ではいく

つかの設備を外部の研究機関に頼らざるを得ません

が，将来の先端医療センター開設を見据えて世界レ

ベルの成果を生み出す研究室を目指して研究組織体

制および設備の整備を行っています． 
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